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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 3,524 19.7 80 427.5 112 238.7 27 161.8

2026年３月期第１四半期 2,945 △5.4 15 △93.6 33 △89.9 10 △95.3

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 221百万円（67.0％） 2026年３月期第１四半期 132百万円（△56.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 3.82 －

2026年３月期第１四半期 1.46 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 19,366 15,234 78.7

2026年３月期 18,964 15,304 80.7

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 15,234百万円 2026年３月期 15,304百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 40.00 － 40.00 80.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 7,000 14.9 140 △10.6 170 △16.8 60 △55.5 8.25

通期 13,800 7.3 290 1.8 320 △16.8 130 △38.2 17.87

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 7,743,000株 2026年３月期 7,743,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 467,662株 2026年３月期 467,662株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 7,275,338株 2026年３月期１Ｑ 7,270,943株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、 除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、当該業績

予想に関する事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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地域別 売上高（百万円） 前年同期比（％）

　日本 2,058 13.4

　中国 738 54.1

　その他アジア 412 21.8

　欧州 223 △12.2

　北中米 91 59.6

合計 3,524 19.7

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や高水準の賃上げ継続を背景に個人消

費が緩やかな回復基調を維持いたしました。また海外経済につきましては、米国ではＡＩ関連投資やデータセンタ

ー投資が引き続き成長を牽引している一方で、欧州ではエネルギー価格上昇や製造業の低迷、中国では不動産市場

の停滞や内需回復の遅れ、中東情勢の緊迫化に伴う地政学リスクの高まりなど事業環境の先行きは依然として不透

明な状況が続きました。

　当社グループが属するエレクトロニクス業界は、半導体製造装置をはじめとした工業機器市場につきましては、

生成ＡＩの普及拡大を背景として、データセンター関連の需要が引き続き堅調に推移し、ＦＡ機器や産業機器向け

需要についても回復基調が継続しました。また自動車市場では電動化や先進運転支援システム（ＡＤＡＳ）の普及

を背景に車載電子部品需要が堅調に推移しました。

　このような状況の下、当社グループは注力市場の動向を見極めた受注活動を展開するとともに、生産効率の向

上、設備投資の効率化など経営全般にわたり効率化を推し進め、企業基盤のさらなる強化に努めてまいりました。

　売上につきましては、半導体製造装置、ＦＡ機器といった工業機器市場、超音波内視鏡、超音波診断装置といっ

た医療機器市場を中心に好調に推移しました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は35億24百万円（前年同四半期比19.7％増加）、利

益面につきましては原材料費の高騰が続く厳しい事業環境のなか、主力市場である工業機器向けの販売が順調に拡

大し、売上構成の改善及び増収効果により収益性が向上したことから、営業利益80百万円（同427.5％増加）、経

常利益は１億12百万円（同238.7％増加）となりました。

　なお、一部製品において品質に関する事象への対応が継続して必要となったことから、当該製品に係る補修費用

及び関連費用として製品不具合対策費47百万円を特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益27

百万円（同161.8％増加）となりました。

　品目別の業績を示すと、次のとおりであります。なお、当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラ

ック等の製造・販売を行っているため、品目別の業績を示しております。

イ．コネクタ

　遊技機器向けの売上が減少し、車載機器向けにつきましても海外では受注が減少したものの、国内向けは堅

調に推移し、主力の工業機器向け、医療機器向けコネクタの売上も好調に推移したこと等により、売上高は30

億94百万円（前年同四半期比20.3％増加）となりました。

ロ．ラック

　医療機器向け特注ラックの売上が増加し、売上高は３億94百万円（同19.0%増加）となりました。

ハ．その他

　その他の売上高は、36百万円（同14.3％減少）となりました。

　地域別の売上高は、次のとおりであります。

（注）１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　２．その他アジアに属する地域の内訳は、台湾、韓国、タイ等であります。

- 2 -

ケル㈱ （6919）　2027年３月期　第１四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明

　資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ４億２百万円増加し、193億66百万

円となりました。これは、現金及び預金の減少額２億69百万円があったものの、商品及び製品の増加額１億34百

万円、原材料及び貯蔵品の増加額１億99百万円、及び投資有価証券の増加額１億74百万円があったこと等による

ものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ４億72百万円増加し、41億32百万円となりました。これは、支

払手形及び買掛金減少額68百万円があったものの、電子記録債務の増加額１億55百万円、その他（流動負債）の

増加額１億11百万円、及び長期借入金の増加額２億97百万円があったこと等によるものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ69百万円減少し152億34百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末に比べ、2.0ポイント減少し、78.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年３月期の連結業績予想（通期）につきましては、2026年５月12日に公表しました第２四半期累計期間及

び通期の予算数値を修正しております。

　詳細につきましては、本日（2026年８月７日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,528,088 4,258,517

受取手形及び売掛金 2,526,433 2,507,874

電子記録債権 1,211,684 1,173,152

有価証券 201,525 208,895

商品及び製品 1,058,213 1,193,166

仕掛品 107,573 96,811

原材料及び貯蔵品 1,566,370 1,765,641

その他 264,844 321,271

貸倒引当金 △3,543 △3,313

流動資産合計 11,461,190 11,522,016

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,345,526 1,317,898

機械装置及び運搬具（純額） 1,681,692 1,661,642

工具、器具及び備品（純額） 422,792 511,471

リース資産（純額） 58,949 56,048

土地 1,171,478 1,171,478

建設仮勘定 － 95,010

有形固定資産合計 4,680,440 4,813,549

無形固定資産 145,114 134,661

投資その他の資産

投資有価証券 1,676,129 1,850,914

その他 1,001,318 1,045,301

投資その他の資産合計 2,677,447 2,896,216

固定資産合計 7,503,002 7,844,426

資産合計 18,964,192 19,366,443

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,013,725 945,479

電子記録債務 720,346 876,149

短期借入金 450,000 453,622

未払法人税等 100,144 75,875

賞与引当金 189,205 135,264

その他 571,611 682,672

流動負債合計 3,045,033 3,169,064

固定負債

リース債務 58,213 46,011

長期借入金 － 297,931

退職給付に係る負債 433,859 435,679

繰延税金負債 109,529 170,073

その他 13,406 13,479

固定負債合計 615,009 963,175

負債合計 3,660,042 4,132,240

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,617,000 1,617,000

資本剰余金 1,448,798 1,448,798

利益剰余金 11,152,255 10,889,063

自己株式 △242,125 △242,125

株主資本合計 13,975,928 13,712,736

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 790,971 910,664

為替換算調整勘定 491,458 566,363

退職給付に係る調整累計額 45,790 44,438

その他の包括利益累計額合計 1,328,220 1,521,466

純資産合計 15,304,149 15,234,203

負債純資産合計 18,964,192 19,366,443
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 2,945,629 3,524,930

売上原価 2,334,452 2,678,478

売上総利益 611,176 846,452

販売費及び一般管理費 595,947 766,122

営業利益 15,228 80,329

営業外収益

受取利息 2,796 3,077

受取配当金 32,233 35,118

助成金収入 7,412 6,011

その他 2,740 1,412

営業外収益合計 45,182 45,620

営業外費用

支払利息 1,365 2,916

支払手数料 － 2,836

為替差損 25,962 8,101

その他 － 38

営業外費用合計 27,327 13,892

経常利益 33,083 112,057

特別利益

固定資産売却益 9,631 －

特別利益合計 9,631 －

特別損失

固定資産売却損 467 －

固定資産除却損 583 0

製品不具合対策費 － 47,434

特別損失合計 1,051 47,434

税金等調整前四半期純利益 41,664 64,622

法人税、住民税及び事業税 4,445 42,323

法人税等調整額 26,592 △5,522

法人税等合計 31,038 36,801

四半期純利益 10,625 27,820

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,625 27,820

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 10,625 27,820

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 90,138 119,693

為替換算調整勘定 32,140 74,905

退職給付に係る調整額 △493 △1,352

その他の包括利益合計 121,785 193,246

四半期包括利益 132,411 221,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 132,411 221,067

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成方法）

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務

諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2026年４月１日

至  2026年６月30日）

減価償却費 293,683千円 228,549千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

2026年４月１日　至　2026年６月30日）

　当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラック等の製造・販売を行っているため、記載を省略し

ております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年8月6日

ケル株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 古川　譲二

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 原　　康二

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているケル株式会社の2026年4月1日から2027年3月31日まで

の連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2026年4月1日から2026年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2026年4

月1日から2026年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が

国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載

の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に

係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して

作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確

実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は

重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結

論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に

基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及

び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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